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⽝
仁
科
開
基
⽞
考

─
泉
小
太
郎
伝
説
と
八
面
大
王
伝
説

─間

枝

遼
太
郎

一

は
じ
め
に

長
野
県
に
伝
わ
る
文
献
に
、⽝
仁
科
開
基
⽞
と
い
う
も
の
が
あ
る
（
⚑
）。
こ
れ
は
信

濃
国
の
伝
説
・
歴
史
を
お
よ
そ
年
代
順
に
記
し
た
文
献
で
、
特
に
童
話
⽝
龍
の

子
太
郎
⽞
の
原
話
に
も
な
っ
た
〈
泉
小
太
郎
伝
説
〉、
信
濃
の
田
村
麻
呂
伝
説
の

代
表
格
の
一
つ
で
あ
る〈
八
面
大
王
伝
説
〉、謡
曲⽝
紅
葉
狩
⽞と
関
係
す
る〈
鬼

女
紅
葉
伝
説
〉
と
い
っ
た
、
信
濃
の
代
表
的
な
諸
伝
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点

に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
、
中
近
世
の
日
本
の
伝
説
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
文

献
で
あ
る
。

た
だ
し
、
現
在
こ
の
文
献
の
存
在
は
、
一
般
に
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
そ
う
し
た
諸
伝
説
を
含
む
⽝
仁
科

開
基
⽞
の
記
事
と
類
似
し
た
内
容
の
文
章
が
、
松
本
藩
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
信

濃
国
の
地
誌
⽝
信
府
統
記
⽞（
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
成
立
）
の
巻
第
十
七
⽛
安

曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
今
日
⽝
信
府
統

記
⽞
の
方
が
⽝
仁
科
開
基
⽞
よ
り
成
立
が
先
で
あ
る
（⽝
信
府
統
記
⽞
の
内
容
を

基
に
し
て
⽝
仁
科
開
基
⽞
が
作
ら
れ
た
）
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
だ

ろ
う
。
現
状
に
お
い
て
は
、⽝
信
府
統
記
⽞
が
先
の
諸
伝
説
の
文
献
上
の
初
出
と

さ
れ
（
⚒
）、
そ
れ
ら
伝
説
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
際
は
、
多
く
の
場
合
⽝
信
府
統
記
⽞

が
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
研
究
の
場
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
八
面

大
王
伝
説
に
つ
い
て
論
じ
た
細
川
恒
氏
は
、

⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
を
最
も
早
い
時
期
に
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上

げ
た
の
は
、
降
幡
雷
淵
⽝
新
撰
仁
科
記
⽞（
明
治
三
十
五
年
）
で
あ
る
が
、

そ
の
後
、
同
伝
説
は
高
木
敏
雄
⽝
日
本
伝
説
集
⽞（
大
正
二
年

郷
土
研
究

社
）、
柳
田
國
男
⽝
日
本
の
昔
話
⽞（
昭
和
五
年

ア
ル
ス
）、
松
谷
み
よ
子

⽝
信
濃
の
民
話
⽞（
昭
和
三
十
二
年

日
本
の
民
話
⚑

未
来
社
）
な
ど
の

児
童
向
け
図
書
を
中
心
に
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

方
、
藤
澤
衛
彦
⽝
日
本
伝
説

信
濃
の
巻
⽞（
大
正
六
年

日
本
伝
説
叢
書

刊
行
会
）
の
よ
う
な
伝
説
集
成
に
も
採
ら
れ
、
民
間
で
の
口
承
の
ほ
か
に

書
承
化
も
進
ん
だ
。
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同
伝
説
の
書
承
化
に
当
っ
て
は
、
改
め
て
地
元
在
住
の
研
究
者
に
よ
る

採
話
も
行
わ
れ
た
が
、
多
く
の
場
合
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
完
成

し
た
⽝
信
府
統
記
⽞
に
記
さ
れ
た
内
容
を
参
照
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
明
治
以
降
の
⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の
ほ
と
ん
ど
が
、⽝
信
府
統

記
⽞
の
記
述
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
が
ゆ
え
に
、
話
の
内
容
も
坂
上
田
村

麻
呂
に
よ
る
有
明
山
の
鬼
神
退
治
と
い
う
形
へ
と
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、⽝
信
府
統
記
⽞
は
次
第
に
⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の

初
出
文
献
あ
る
い
は
基
本
文
献
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
略
）

こ
の
よ
う
に
、
松
本
藩
の
正
史
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
⽝
信
府
統
記
⽞

が
、
以
後
の
類
書
に
及
ぼ
し
た
影
響
力
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
事
実
、⽝
信
府
統
記
⽞
以
降
に
書
か
れ
た
⽝
信
濃
奇
勝
録
⽞（
天

保
五
年

一
八
三
四
執
筆
）
や
⽝
善
光
寺
道
名
所
図
会
⽞（
天
保
十
四
年

一
八
四
三
）な
ど
の
地
誌
や
街
道
記
の
類
、ま
た
、⽝
筑
摩
安
曇
古
城
開
基
⽞

や
⽝
仁
科
記
⽞、⽝
仁
科
開
基
⽞
と
い
っ
た
書
物
に
お
け
る
⽛
八
面
大
王
伝

説
⽜
の
記
述
を
見
る
と
、⽝
信
府
統
記
⽞
を
基
本
文
献
と
し
て
書
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
構
成
や
表
現
が
確
認
で
き
る
（
⚓
）。

と
、⽝
信
府
統
記
⽞
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
傍
線
部
の

よ
う
に
⽝
仁
科
開
基
⽞
も
⽝
信
府
統
記
⽞
の
記
述
を
基
と
し
て
書
か
れ
た
と
い

う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
細
川
氏
は
そ
こ
か
ら
⽝
信
府
統
記
⽞
を
信
濃
の

田
村
麻
呂
伝
説
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
見
な
し
て
、
後
述
の
筑
摩
八
幡
宮
（
今
の

松
本
市
筑
摩
の
筑
摩
神
社
）
の
縁
起
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
と
の
比
較
な

ど
へ
論
を
進
め
て
い
く
。

し
か
し
、
果
た
し
て
⽝
仁
科
開
基
⽞
は
⽝
信
府
統
記
⽞
よ
り
新
し
い
文
献
な

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
伝
説
に
つ
い
て
考
え
る
際
、⽝
信
府
統
記
⽞
の
本
文
や

成
立
年
代
を
基
準
と
し
て
済
ま
せ
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
諸
本
の
情

報
の
整
理
、
泉
小
太
郎
伝
説
・
八
面
大
王
伝
説
に
つ
い
て
の
再
検
討
な
ど
を
通

じ
て
、⽝
仁
科
開
基
⽞
の
位
置
付
け
、
類
似
文
献
の
⽝
信
府
統
記
⽞⽝
信
州
築
魔

八
幡
宮
演
儀
⽞⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
と
の
関
係
を
捉
え
直
し
、
信
濃
の
諸
伝
説
を
考

え
る
上
で
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

二
⽝
仁
科
開
基
⽞
と
⽝
信
府
統
記
⽞
の
関
係

⽝
仁
科
開
基
⽞
を
翻
刻
し
た
⽝
安
筑
史
料
叢
書
⽞
第
四
輯
に
お
い
て
、⽛
唯
信

府
統
記
の
兩
郡
舊
俗
傳
に
は
所
々
に
多
く
の
註
釋
的
又
は
補
説
的
記
事
あ
る
に

附
き
、
其
分
だ
け
信
統
本
と
肩
書
し
て
一
段
下
げ
て
拾
錄
し
て
置
い
た
⽜（
書
目

解
題
）
と
、⽝
信
府
統
記
⽞
巻
第
十
七
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
が
⽝
仁
科
開

基
⽞
の
⽛
多
く
の
註
釋
的
又
は
補
説
的
記
事
⽜
の
あ
る
異
本
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、⽝
仁
科
開
基
⽞
と
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
は
多
く
の
記
事

に
お
い
て
共
通
の
内
容
を
持
つ
。

そ
こ
で
⽝
仁
科
開
基
⽞
と
⽝
信
府
統
記
⽞
の
関
係
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、

ま
ず
一
つ
注
意
さ
れ
る
点
が
⽝
信
府
統
記
⽞
巻
第
十
七
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗

伝
⽜
の
内
部
に
あ
る
。
そ
れ
は
、⽝
仁
科
開
基
⽞
と
共
通
す
る
記
事
の
一
部
に
つ

い
て
、
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
記
述

が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
の
中
に
あ
る
、
室
町
時
代

の
仁
科
城
代
遠
山
和
泉
守
の
記
事
を
見
る
と
、⽛
此
等
ノ
説
分
明
ナ
ラ
サ
レ
ト

モ
、
旧
記
ニ
任
セ
載
ル
（
⚔
）⽜
と
、
典
拠
と
し
た
⽛
旧
記
⽜
が
存
在
す
る
こ
と
が
割

注
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
遠
山
和
泉
守
の
記
事
は
⽝
仁
科
開
基
⽞
に
も

ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
⽛
旧
記
⽜
に
関
す
る
割
注
は
⽝
仁
科
開
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基
⽞
に
は
存
在
し
な
い
）。
こ
こ
に
、⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
の
（⽝
仁
科
開

基
⽞と
共
通
す
る
記
事
の
）背
後
に⽛
旧
記
⽜な
る
も
の
が
ま
ず
浮
上
し
て
く
る
（
⚕
）。

ま
た
、⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
と
⽝
仁
科
開
基
⽞
に
収
載
さ
れ
る
記
事
の

性
質
・
情
報
源
の
差
異
も
注
目
さ
れ
る
。⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜に
は
、⽝
仁

科
開
基
⽞
と
共
通
す
る
泉
小
太
郎
・
八
面
大
王
な
ど
の
記
事
に
加
え
て
、
筑
摩

八
幡
宮
の
伝
え
に
由
来
す
る
泉
小
次
郎
・
魔
道
王
伝
説
（⽛
是
筑
摩
八
幡
宮
ノ
社

人
伝
ヘ
シ
説
ナ
リ
⽜
と
し
て
記
さ
れ
る
）
や
、
穂
高
神
社
の
縁
起
に
由
来
す
る

義
死
鬼
伝
説
（⽛
穂
高
ノ
縁
起
ニ
曰
ク
⽜
と
し
て
記
さ
れ
る
）
な
ど
の
様
々
な
情

報
源
に
よ
る
記
事
が
存
在
す
る
（
こ
れ
ら
の
記
事
が
⽝
安
筑
史
料
叢
書
⽞
第
四

輯
で⽛
信
統
本
⽜独
自
の
記
事
と
し
て
特
記
さ
れ
る
部
分
の
一
部
を
形
成
す
る
）。

そ
れ
に
対
し
、⽝
仁
科
開
基
⽞
に
は
筑
摩
八
幡
宮
の
伝
え
（
泉
小
次
郎
・
魔
道
王

伝
説
）・
穂
高
神
社
縁
起
（
義
死
鬼
伝
説
）
な
ど
の
記
事
は
な
い
。
仮
に
⽛
安
曇

筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
か
ら
⽝
仁
科
開
基
⽞
が
作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、⽝
仁
科
開
基
⽞

に
筑
摩
八
幡
宮
・
穂
高
神
社
縁
起
な
ど
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
が
自
然
で
あ

る
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
の
記
述
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る

⽛
旧
記
⽜
が
⽝
仁
科
開
基
⽞
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
は

そ
の
⽝
仁
科
開
基
⽞
に
取
材
し
た
記
事
に
別
の
情
報
源
（
筑
摩
八
幡
宮
の
社
人

の
伝
え
、
穂
高
神
社
の
縁
起
、
そ
の
他
の
口
伝
な
ど
）
に
よ
る
記
事
を
付
加
す

る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
構
造
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
。

そ
し
て
、⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
が
⽝
仁
科
開
基
⽞
に
取
材
し
て
い
る
こ

と
（⽝
仁
科
開
基
⽞
が
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
よ
り
先
に
存
在
し
て
い
た
こ

と
）
を
裏
付
け
る
の
が
、
諸
本
の
情
報
で
あ
る
。⽝
仁
科
開
基
⽞
の
諸
本
は
、⽝
安

筑
史
料
叢
書
⽞
第
四
輯
の
書
目
解
題
に
⽛
写
本
と
し
て
多
く
松
本
平
に
流
布
せ

ら
れ
、
世
間
周
知
の
事
な
れ
ど
⽜⽛
今
般
出
版
に
当
り
流
布
本
十
三
部
を
比
較
校

合
せ
る
に
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
戦
前
の
時
点
で
既
に
安
曇
郡
・
筑
摩
郡
（
中
信

地
方
）
を
中
心
と
し
た
信
濃
の
旧
家
な
ど
に
多
く
確
認
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ

る
。
た
だ
、
当
該
解
題
に
各
写
本
の
情
報
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
比
較
校
合
さ
れ
た
⽛
十
三
部
⽜
の
諸
本
の
所
在
な
ど
は
現
在
に
お
い

て
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
稿
者
が
新
た
に
調
査
・

蒐
集
し
得
た
伝
本
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
に
こ
の
度
把

握
で
き
た
四
十
七
本
の
写
本
の
情
報
を
掲
げ
る
（
⚖
）。

①
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
八
月
写
⽝
信
濃
国
安
曇
郡
開
記
并
松
本
代
々
城

主
治
世
年
数
町
々
建
初
諸
役
御
免
惣
根
源
□
筋
事
⽞
安
曇
野
市
文
書
館
蔵

多
田
家
（
中
屋
敷
・
多
満
城
）
文
書
（
登
録
番
号52-1

）

②
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
写
⽝
信
濃
国
両
郡
開
基
信
州
有
明
里
全
⽞
安
曇

野
市
文
書
館
蔵
三
溝
政
之
進
家
文
書
（
登
録
番
号52-1

）

③
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
写
⽝
信
濃
国
松
本
両
郡
開
基
⽞
間
枝
遼
太
郎

蔵
④
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
写
⽝
信
濃
国
松
本
両
郡
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館

蔵
平
林
と
も
子
家
文
書
（
写
真
資
料
番
号12

）

⑤
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
写
⽝
信
濃
国
安
曇
郡
仁
科
古
記
⽞
名
古
屋
大
学

附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫
蔵
（
請
求
記
号215.2-Si

）

⑥
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
写
⽝
信
州
信
濃
開
記
（
安
曇
郡
開
基
、
木
曽
義

仲
開
基
、
松
本
御
城
開
基
）⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
山
下
一
家
文
書
（
写
真

資
料
番
号
166）
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⑦
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
写
⽝
信
州
仁
科
開
基
并
松
本
御
城
記
⽞
松
本
市

文
書
館
蔵
平
出
丞
家
文
書
（
写
真
資
料
番
号41

）

⑧
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
写
⽝
安
曇
郡
筑
摩
郡
両
郡
開
基
全
書
⽞
長
野
市

公
文
書
館
蔵
（
資
料
番
号
旧
信
州
新
町
役
場1

文
化1-122

）

⑨
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
写
⽝
信
濃
国
両
郡
開
基
⽞
安
曇
野
市
文
書
館
蔵

市
川
家
文
書
（
登
録
番
号1

）

⑩
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
写
⽝
信
濃
国
両
郡
開
基
縁
継
図
⽞
間
枝
遼
太

郎
蔵

⑪
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
写
⽝
安
曇
郡
・
筑
摩
郡
開
基
全
⽞
松
本
市
文
書

館
蔵
二
木
次
人
家
文
書
（
資
料
番
号7
）

⑫
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
写
⽝
筑
摩
安
曇
両
郡
開
記
⽞
西
尾
市
岩
瀬
文

庫
蔵
（
資
料
番
号48-50

）

⑬
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
写
⽝
筑
摩
安
曇
二
郡
開
記
⽞
間
枝
遼
太
郎
蔵

⑭
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
写
⽝
安
曇
筑
摩
両
郡
開
基
録
⽞
早
稲
田
大
学
中

央
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号
ハ04

06188

）

⑮
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
写
⽝
安
曇
郡
筑
摩
郡
開
基
⽞
間
枝
遼
太
郎
蔵

⑯
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
写
⽝
信
濃
国
両
郡
松
本
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館

蔵
三
沢
誠
也
家
文
書
（
写
真
資
料
番
号38

）

⑰
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
写
⽝
信
濃
有
明
之
里
貮
郡
開
基
信
州
有
明
之
里

両
郡
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
上
條
佐
太
郎
家
文
書
（
写
真
資
料
番
号

7

）
⑱
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
写
⽝
信
濃
有
明
里
并
松
本
城
主
記
⽞
松
本
市
文

書
館
蔵
米
山
善
之
家
文
書
（
写
真
資
料
番
号
172）

⑲
⽝
仁
科
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
犬
飼
勝
忠
家
文
書
（
写
真
資
料
番
号3

）

⑳
⽝
仁
科
松
本
開
基
代
々
城
主
記
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
所
武
郷
家
文
書
（
写

真
資
料
番
号
188）

㉑
⽝
信
州
仁
科
、
松
本
開
基
上
越
共
弐
拾
町
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
河
辺
義
正

家
文
書
（
資
料
番
号
475）

㉒
⽝
信
濃
国
安
曇
郡
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
小
林
啓
之
助
家
文
書
（
資
料

番
号
862）

㉓
⽝
信
州
筑
摩
安
曇
両
郡
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
小
林
泉
家
文
書
（
資
料

番
号27

）

㉔
⽝
筑
摩
、
安
曇
両
郡
開
記
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
吉
沢
幸
作
家
文
書
（
写
真

資
料
番
号51

）

㉕
⽝
信
州
仁
科
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
高
橋
泉
翠
家
文
書
（
資
料
番
号

16

）

㉖
⽝
信
濃
国
松
本
両
国
郡
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
百
瀬
陣
屋
近
藤
家
文
書

（
写
真
資
料
番
号
970）

㉗
⽝
松
本
開
記
録
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
穂
刈
家
文
書
（
写
真
資
料
番
号1

）

㉘
⽝
信
州
両
郡
開
記
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
大
島
為
昌
家
文
書
（
資
料
番
号

409-1

）

㉙
⽝
信
州
有
明
開
記
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
吉
沢
家
（
中
町
）
文
書
（
資
料
番

号3

）

㉚
⽝
信
濃
国
安
曇
郡
筑
摩
郡
御
城
主
歴
代
記
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
保
刈
敏
之

家
文
書
（
写
真
資
料
番
号
115）

㉛
⽝
績
代
記
全
（
安
曇
郡
開
基
・
松
本
開
基
信
州
筑
摩
郡
）⽞
松
本
市
文
書

館
蔵
青
柳
修
三
家
文
書
（
資
料
番
号
12407）

㉜
⽝
信
濃
国
両
郡
開
基
附
小
笠
原
系
図
抜
書
全
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
長
嶺
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家
文
書
（
資
料
番
号
512、
写
真
資
料
番
号
213）

㉝
⽝
信
濃
国
安
曇
筑
摩
両
郡
開
基
⽞
松
本
市
文
書
館
蔵
大
河
内
家
文
書
（
会

田
町
村
）（
資
料
番
号3

）

㉞
⽝
安
曇
筑
摩
両
郡
開
基
⽞
安
曇
野
市
文
書
館
蔵
柴
野
武
夫
家
文
書
（
登
録

番
号52-1

）

㉟
⽝
仁
科
記
⽞
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
丸
山
清
俊
資
料
（
請
求
記
号0-6/233/

2

）
㊱
⽝
信
州
砂
古
⽞
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
丸
山
清
俊
資
料
（
請
求
記
号0-6/

230/1

）

㊲
⽝
信
濃
国
安
曇
郡
開
基
⽞
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
筑
摩
郡
金
山
領
文
書
（
請

求
記
号5-25/603

）

㊳
⽝
万
代
宝
書
筑
摩
安
曇
御
城
主
御
代
替
并
寺
社
開
記
⽞
長
野
県
立
歴
史
館

蔵
松
本
市
文
書
館
移
管
文
書
（
請
求
記
号0/27/327/
）

㊴
⽝
安
曇
郡
筑
摩
郡
両
郡
開
基
信
州
深
瀬
乃
開
基
野
馬
台
之
詩
⽞
信
州
大

学
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号290/A

99/K
O
T
A
N
I

）

㊵
⽝
信
州
有
明
里
開
基
⽞
信
州
大
学
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号290/Sh69/

K
O
T
A
N
I

）

㊶
⽝
信
州
筑
摩
安
曇
両
郡
開
基
⽞
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
函
架
番
号165・

334
）

㊷
⽝
筑
摩
安
曇
両
郡
開
記
⽞
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
（
資
料
番
号125-98

）

㊸
⽝
信
濃
国
安
曇
郡
筑
摩
郡
御
城
主
暦
代
記
⽞
間
枝
遼
太
郎
蔵
（
元
札
幌
大

学
女
子
短
期
大
学
部
教
授
高
橋
伸
幸
氏
旧
蔵
）

㊹
⽝
信
濃
国
両
郡
暦
代
⽞
間
枝
遼
太
郎
蔵

㊺
⽝
仁
科
開
基
旧
俗
伝
記
松
本
開
基
竝
松
代
開
基
抜
書
⽞
間
枝
遼
太
郎
蔵

㊻
⽝
信
州
安
曇
郡
仁
科
基
并
筑
摩
郡
小
笠
原
基
信
府
松
本
深
瀬
之
基
⽞
間

枝
遼
太
郎
蔵

㊼
⽝
信
陽
松
本
領
有
明
之
里
仁
科
之
記
巻
⽞
間
枝
遼
太
郎
蔵

こ
れ
ら
の
伝
本
の
中
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
①
の
享
保
八
（
一
七
二
三
）

年
八
月
写
⽝
信
濃
国
安
曇
郡
開
記
并
松
本
代
々
城
主
治
世
年
数
町
々
建
初
諸
役

御
免
惣
根
源
□
筋
事
（
⚗
）⽞
だ
ろ
う
。
享
保
八
年
八
月
と
い
う
書
写
時
期
は
、⽝
信
府

統
記
⽞
の
成
立
し
た
享
保
九
年
十
二
月
よ
り
早
い
。⽝
信
府
統
記
⽞
の
編
纂
を
松

本
藩
主
水
野
忠
幹
が
命
じ
た
の
が
享
保
七
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
編
纂

途
中
の
⽝
信
府
統
記
⽞
の
一
部
（
巻
第
十
七
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜）
が
抜

き
出
さ
れ
⽝
仁
科
開
基
⽞
の
よ
う
な
形
の
独
立
し
た
書
物
と
な
っ
た
可
能
性
は

皆
無
で
は
な
い
も
の
の
、
編
纂
の
下
命
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
段
階
で
編
纂
担

当
者
と
は
関
係
の
な
い
場
に
伝
わ
り
写
本
と
し
て
流
布
す
る
に
至
る
と
は
考
え

難
い
。
む
し
ろ
、
既
に
存
在
し
て
い
た
⽝
仁
科
開
基
⽞
の
内
容
を
⽝
信
府
統
記
⽞

が
取
り
入
れ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
成
立
年
代
の
問
題
と
関
わ
っ
て
興
味
深
い
記
述
を
持
つ
の
が
、
㊼
の

⽝
信
陽
松
本
領
有
明
之
里
仁
科
之
記
巻
（
⚘
）⽞
で
あ
る
。
こ
の
架
蔵
本
に
は
、
編
年

的
に
書
か
れ
る
記
事
の
間
に
、⽛
宝
永
三
年
迄
四
百
七
十
年
也
⽜⽛
宝
永
三
年
迄

二
百
九
十
四
年
也
⽜
な
ど
と
い
っ
た
⽛
宝
永
三
年
⽜
ま
で
の
年
数
を
示
し
た
記

述
が
計
九
箇
所
付
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）
を
現
在
と
す
る
認
識
を
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
あ
る
段
階
の

書
写
者
が
記
事
の
出
来
事
の
年
代
か
ら
現
在
（
宝
永
三
年
）
ま
で
の
年
数
を
注

記
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

以
上
、
先
述
の
⽝
仁
科
開
基
⽞
と
の
内
容
比
較
か
ら
窺
え
る
⽝
信
府
統
記
⽞
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巻
第
十
七
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
の
性
格
と
、
右
の
写
本
①
の
書
写
年
代

⽛
享
保
八
年
⽜、
写
本
㊼
の
⽛
宝
永
三
年
⽜
注
記
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、⽝
仁
科

開
基
⽞
は
⽝
信
府
統
記
⽞
成
立
以
前
に
存
在
し
て
い
た
（
既
存
の
⽝
仁
科
開
基
⽞

の
内
容
を
主
要
な
素
材
と
し
て
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
が
作
ら
れ
て
い
る
）

と
判
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
⚙
）。

三

泉
小
太
郎
・
八
面
大
王
伝
説

─
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮

演
儀
⽞
と
の
比
較

前
節
で
は
⽝
仁
科
開
基
⽞
が
⽝
信
府
統
記
⽞
よ
り
成
立
の
古
い
文
献
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
が
、
次
に
、
そ
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
問
題
に
繋
が
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
を
、⽝
仁
科
開
基
⽞
に
載
る
代
表
的
な
二
つ
の
伝
説
に
関
す

る
点
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

⽝
仁
科
開
基
⽞
お
よ
び
⽝
信
府
統
記
⽞
巻
第
十
七
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜

に
載
る
伝
説
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
次
に
掲
げ
る

泉
小
太
郎
伝
説
と
八
面
大
王
伝
説
で
あ
る
。

⽝
仁
科
開
基
⽞
日
光
和
泉
小
太
郎
伝
説
（
引
用
は
写
本
①
に
よ
る
）

信
州
有
明
の
里
は
人
王
十
弐
代
景
皇（
行
）

天
王
十
二
年
迄
湖
な
り
。
此
湖
に

犀
竜
と
云
ふ
物
住
。
是
よ
り
東
に
高
梨
と
云
処
に
千
尋
の
池
有
り
。
此
池

に
白
竜
王
と
云
ふ
物
住
。
犀
竜
と
夫
婦
の
嫁
を
な
し
、
一
子
を
な
す
。

八
峯

（
八
峯
瀬
山
）

に
て
誕
生
し
、日
光
和
泉
小
太
郎
殿
と
申
奉
る
。
其
後
小
太
郎
殿
、

放
光
寺
山
に
て
成
長
し
給
ふ
。
小
太
郎
殿
成
長
に
随
ひ
、
母
の
犀
我
姿
を

は
づ
か
し
く
思
ひ
湖
水
に
入
隠
給
ふ
。
小
太
郎
殿
母
の
行
衛
を
御
尋
の
処

に
、
今
の
熊
倉
下
田
の
奥
、
尾
入
沢
に
て
彼
犀
に
逢
給
ふ
。
其
時
、
犀
宣

は
、
汝
我
に
の
り
て
此
湖
を
乗
割
、
人
里
に
な
す
へ
し
。
我
は
是
武
南
方

冨
命
諏
訪
大
明
神
の
化
身
也
。
氏
子
繁
昌
の
た
め
に
自
現
し
た
り
と
宣
。

其
時
、
小
太
郎
殿
犀
に
の
り
給
ひ
三
清
地
と
云
処
の
滝
を
乗
割
、
越
後
国

大
海
迄
乗
割
給
ひ
、
是
よ
り
し
て
右
の
処
を
犀
川
と
云
也
。
彼
尾
入
沢
を

是
よ
り
し
て
犀
乗
沢
と
云
。
其
後
、
彼
犀
竜
は
白
竜
王
を
尋
て
坂
木
の
横

吹
と
云
処
の
岩
穴
入
り
給
ふ
。
小
太
郎
殿
、
有
明
の
里
に
帰
り
給
ひ
て
、

今
の
十
日
市
場
川
会
と
云
所
に
屋
形
を
立
、
は
ん
ぜ
う
し
給
ひ
、
其
後
、

白
竜
王
并
犀
竜
来
り
、
小
太
郎
殿
に
御
対
面
。
其
時
、
白
竜
宣
ふ
は
、
我

は
大
日
如
来
の
化
身
也
迚
、後
白
竜
犀
共
に
仏
崎
の
穴
に
入
給
ふ
。
其
後
、

小
太
郎
殿
年
月
を
経
て
、
我
は
千
手
観
音
の
再
来
な
り
。
此
里
繁
昌
安
全

に
守
へ
し
と
宣
ひ
て
、
是
よ
り
仏
崎
の
穴
に
入
給
ふ
。
後
に
彼
処
に
社
を

建
、
河
会
の
大
明
神
と
奉
祝
。

⽝
仁
科
開
基
⽞
魏
石
鬼
八
面
大
王
伝
説
（
引
用
は
写
本
①
に
よ
る
）

其
比
、
中
房
山
に
鬼
神
住
て
人
の
仇
と
成
。
魏
石
鬼
八
面
大
王
と
云
。
延

暦
廿
四
年
、
坂
上
田
村
将
軍
利
仁
公
、
御
退
治
に
御
出
陣
、
矢
原
の
庄
に

御
下
着
。
是
よ
り
中
界
の
城
に
御
移
、
往
古
目
出
度
御
城
迚
、
河
会
に
軍

兵
を
揃
へ
、
大
同
元
年
に
八
面
御
退
治
。
鬼
神
の
剣
は
戸
放
し
権
現
に
納

め
給
ふ
。
此
里
、
鬼
神
住
て
人
の
科
と
成
る
。
是
に
よ
り
て
仁
科
と
書
て

仁
科
と
号
す
。
其
節
、
放
光
寺
観
音
御
建
立
。
当
処
三
年
の
間
不
納
に
な

し
被
下
。
此
厚
恩
に
、
百
姓
共
田
村
将
軍
御
は
ん
せ
う
の
御
祈
祷
と
て
、

神
社
仏
閣
を
建
し
、
田
村
御
建
立
と
札
を
書
納
る
。
其
時
等
々
力
玄
蕃

亮（
允
）

業
時
と
云
ふ
者
当
処
に
の
こ
し
、
京
都
に
帰
給
ふ
。

泉
小
太
郎
伝
説
は
、〈
昔
、筑
摩
・
安
曇
の
盆
地
一
帯
が
広
い
湖
だ
っ
た
と
き
、
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大
日
如
来
の
化
身
の
白
竜
王
と
諏
訪
明
神
の
化
身
の
犀
竜
と
い
う
二
頭
の
竜
の

子
で
あ
る
日
光
和
泉
小
太
郎
が
、
母
の
犀
竜
に
乗
っ
て
山
を
裂
い
て
水
を
海
に

流
し
、
湖
を
人
々
が
住
め
る
平
地
に
し
た
〉
と
い
う
話
で
あ
る
。
ま
た
八
面
大

王
伝
説
は
〈
昔
、
中
房
山
に
魏
石
鬼
八
面
大
王
と
い
う
鬼
神
が
い
て
人
々
を
苦

し
め
て
い
た
の
で
、
田
村
将
軍
が
来
て
こ
れ
を
退
治
し
た
〉
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
両
伝
説
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、⽝
信
府
統
記
⽞
を
典
拠
と

し
て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
他
方
で
、⽝
信
府
統
記
⽞
に

記
載
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
伝
説
よ
り
も
古
い
、
本
来
的
な
内
容
を
記
し
た
文
献
が

他
に
あ
る
、
と
い
う
主
張
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
古
い
内
容
を
記
し
た
文
献

と
い
う
の
が
、⽝
仁
科
開
基
⽞
と
同
じ
く
⽝
安
筑
史
料
叢
書
⽞
第
四
輯
に
翻
刻
が

収
載
さ
れ
る
筑
摩
八
幡
宮
の
縁
起
、⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
で
あ
る
。
本
文

が
長
大
で
あ
る
た
め
、
内
容
の
大
概
を
次
に
示
す
。

・
泉
八
郎
（
鉢
伏
権
現
の
化
身
）
と
姫
（
観
音
の
化
身
）
が
夫
婦
と
な
り
、

泉
小
次
郎
が
生
ま
れ
る
。
小
次
郎
は
犀
に
乗
っ
て
山
を
割
り
、
湖
の
水
を

海
に
流
し
平
地
に
し
た
。

・
そ
の
後
、
鬼
神
魔
道
王
が
現
れ
、
討
伐
の
た
め
京
よ
り
公
家
の
雨
宮
殿
と

吉
田
殿
が
派
遣
さ
れ
る
。
吉
田
殿
は
諸
神
を
勧
請
し
、
ま
た
泉
小
次
郎
が

先
勢
の
奉
行
に
、
泉
八
郎
が
中
の
奉
行
に
、
林
六
郎
が
幡
本
の
奉
行
に
任

ぜ
ら
れ
る
。
魔
道
王
は
諸
神
や
小
次
郎
・
八
郎
・
六
郎
ら
の
活
躍
に
よ
り

討
ち
取
ら
れ
た
。
最
終
的
に
登
場
人
物
た
ち
は
筑
摩
郡
一
帯
の
寺
社
の
神

仏
と
な
る
。

こ
の
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
⽛
泉
小
次
郎
⽜
と
⽛
魔
道
王
⽜
の
話
が

⽝
信
府
統
記
⽞
の
⽛
日
光
和
泉
小
太
郎
⽜
と
⽛
魏
石
鬼
八
面
大
王
⽜
の
話
よ
り
古

い
と
論
じ
た
の
が
、
細
川
恒
氏
で
あ
る
。⽛
泉
小
次
郎
⽜
と
⽛
魔
道
王
⽜
の
伝
説

は
⽝
信
府
統
記
⽞
に
も
か
な
り
省
略
さ
れ
た
形
で
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

細
川
氏
は
論
文
⽛⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の
新
文
献
⽜
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

し
か
し
、⽝
信
府
統
記
⽞
の
中
に
⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
と
か
か
わ
る
記
述

を
追
っ
て
い
く
と
、
そ
の
中
で
⽝
信
府
統
記
⽞
に
先
行
す
る
口
承
や
文
献

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
と
出
会
う
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、⽛
是
筑
摩
八
幡
宮
ノ
社
人
伝
ヘ
シ
説
ナ
リ
⽜
と
い
う
一
節
で
あ
る
。

私
は
⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の
古
い
形
は
、⽝
信
府
統
記
⽞
の
中
で
⽛
魏
石

鬼
八
面
大
王
伝
説
⽜
と
同
じ
文
脈
の
中
に
出
て
く
る
⽛
魔
道
王
伝
説
⽜
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
先
の
一
節
は
こ
の
⽛
魔
道
王

伝
説
⽜
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
摘
に
拠
る
な
ら
ば
、
筑
摩
神
社
の
縁
起
で
あ
る
⽝
信
州
築
魔
八

幡
宮
演
儀
⽞
が
、⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
文
献
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
⽝
信
府
統
記
⽞、⽝
信
州

築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
そ
れ
ぞ
れ
に
採
ら
れ
て
い
る
⽛
魔
道
王
伝
説
⽜
に

は
、
坂
上
田
村
麻
呂
伝
説
の
要
素
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
現
在

は
田
村
麻
呂
に
よ
る
征
討
譚
が
中
核
を
占
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
は
、
も
と
も
と
坂
上
田
村
麻
呂
伝
説
と
は
無
縁
な
話

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
10
）。

こ
れ
に
続
く
文
で
細
川
氏
は
、
八
面
大
王
伝
説
が
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
る
蝦

夷
征
討
の
歴
史
的
事
実
に
は
基
づ
か
な
い
伝
説
で
あ
る
と
い
う
郷
道
哲
章
氏

の
論
（
11
）を
参
照
し
、
田
村
麻
呂
の
関
わ
る
形
の
八
面
大
王
伝
説
が
後
世
的
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
見
解
の
補
強
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
細
川
氏
は
、⽛⽛
八
面
大
王

伝
説
⽜
に
お
け
る
流
布
の
問
題
⽜
と
い
う
論
文
で
も
、⽛
ま
た
、
坂
上
田
村
麻
呂

伝
説
の
要
素
も
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
鬼
伝
説
に
付
会
さ
れ
て
、⽝
信
府
統
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記
⽞（
享
保
九
年
・
一
七
二
四
年
）
で
初
め
て
文
献
上
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と

私
は
考
え
る
（
12
）⽜
と
、
田
村
麻
呂
の
関
わ
る
鬼
伝
説
の
新
し
さ
を
述
べ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
細
川
氏
は
⽝
信
府
統
記
⽞
に
載
る
魔
道
王
伝
説
の
末
尾
に
典
拠
を
示

唆
す
る
も
の
と
し
て
記
さ
れ
る
⽛
筑
摩
八
幡
宮
ノ
社
人
伝
ヘ
シ
説
⽜
に
相
当
す

る
も
の
が
筑
摩
神
社
の
縁
起
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
で
あ
る
と
指
摘
し
、

文
献
に
拠
る
限
り
、
田
村
麻
呂
の
登
場
す
る
魏
石
鬼
八
面
大
王
伝
説
（⽝
信
府
統

記
⽞
が
最
古
）
よ
り
田
村
麻
呂
が
一
切
登
場
し
な
い
魔
道
王
伝
説
の
方
が
⽝
信

府
統
記
⽞
よ
り
前
の
文
献
が
存
在
す
る
た
め
古
い
と
す
る
。

し
か
し
、
前
節
の
検
討
に
よ
り
、⽝
信
府
統
記
⽞
の
魏
石
鬼
八
面
大
王
伝
説
部

分
も
⽝
仁
科
開
基
⽞
と
い
う
先
行
文
献
を
典
拠
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
た
め
、⽝
信
府
統
記
⽞
と
の
先
後
関
係
か
ら
⽛⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
が
、

⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
文
献
で
あ
る
⽜
と
単
純
に
言
う

こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
（
13
）。
す
な
わ
ち
、
文
献
の
成
立
順
か
ら
⽝
信
州
築
魔
八

幡
宮
演
儀
⽞
に
記
さ
れ
る
魔
道
王
伝
説
の
方
が
⽝
信
府
統
記
⽞
に
記
さ
れ
る
魏

石
鬼
八
面
大
王
伝
説
よ
り
古
い
と
言
う
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
（
文
献
の
成

立
順
を
伝
説
の
成
立
順
の
判
断
の
材
料
と
す
る
方
法
は
、
こ
こ
で
は
有
効
で
は

な
く
な
っ
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伝
説
の
先
後
関
係
を
考
え
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
話
の
内
容
面
か
ら
決
す
る
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
⽝
仁
科
開
基
⽞
と
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
内
容
を

比
較
す
る
と
、
む
し
ろ
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
に
載
る
話
の
方
が
新
し
い

と
判
断
で
き
る
点
が
い
く
つ
か
浮
上
し
て
く
る
。

一
点
目
は
、
鬼
の
討
伐
者
の
問
題
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

八
面
大
王
を
田
村
麻
呂
が
討
伐
し
た
と
い
う
の
が
歴ㅟ

史ㅟ

的ㅟ

事ㅟ

実ㅟ

のㅟ

反ㅟ

映ㅟ

で
な
い

こ
と
は
そ
の
通
り
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
そ
の
ま
ま
〈
田
村
麻
呂
に
よ

る
討
伐
譚
よ
り
、
田
村
麻
呂
の
登
場
し
な
い
魔
道
王
伝
説
の
方
が
古
い
〉
と
導

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。⽝
信
州
築
魔

八
幡
宮
演
儀
⽞
で
は
、
京
都
か
ら
来
た
公
家
⽛
吉
田
殿
⽜
が
諸
神
を
勧
請
し
鬼

の
討
伐
に
参
画
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
諸
神
を
勧
請
す
る
京
都
の
⽛
吉
田
殿
⽜

と
は
、
明
ら
か
に
京
都
の
神
祇
官
吉
田
家
・
吉
田
神
道
の
存
在
を
前
提
と
し
た

登
場
人
物
で
あ
る
（
14
）。
こ
れ
は
討
伐
者
の
性
格
と
し
て
は
、
田
村
麻
呂
（
田
村
利

仁
。
信
濃
の
伝
説
に
お
い
て
は
諏
訪
明
神
の
縁
起
に
見
え
る
よ
う
に
古
く
か
ら

鬼
や
朝
敵
の
討
伐
者
と
し
て
登
場
す
る
）
よ
り
新
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
15
）。
魔
道
王
伝
説
に
は
、
田
村
麻
呂
よ
り
さ
ら
に
後
世
的
と
見
ら
れ
る
要
素

が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
泉
小
太
郎
・
泉
小
次
郎
の
位
置
付
け
の
違
い
に
関
す
る
点
で
あ

る
。⽝
仁
科
開
基
⽞
で
は
、
日
光
和
泉
小
太
郎
の
話
（
景
行
天
皇
の
時
代
）
と
魏

石
鬼
八
面
大
王
の
話
（
延
暦
年
間
）
は
時
代
が
異
な
り
、
直
接
繋
が
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
で
は
、
泉
小
次
郎
の
話
と
同
時

代
の
も
の
と
し
て
魔
道
王
の
話
が
描
か
れ
、
し
か
も
そ
の
魔
道
王
討
伐
に
は
泉

小
次
郎
も
参
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
泉
小
太
郎
（
小
次
郎
）
伝
説
と
八

面
大
王
（
魔
道
王
）
伝
説
が
元
か
ら
一
体
だ
っ
た
と
考
え
る
よ
り
、
本
来
は
⽝
仁

科
開
基
⽞
に
あ
る
よ
う
に
別
個
の
も
の
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
長
野
県
大
町
市
八
坂
（
北
安
曇
郡
八
坂
村
）
に
は
、⽛
紅
葉
鬼
人
⽜
が
八
面

大
王
と
恋
仲
に
な
り
⽛
金
時
⽜
を
生
ん
だ
（
16
）と
い
う
、
鬼
女
紅
葉
と
八
面
大
王
と

坂
田
金
時
の
話
が
融
合
し
た
伝
説
が
伝
わ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
、⽝
信
州
築
魔
八

幡
宮
演
儀
⽞
の
場
合
も
八
面
大
王
伝
説
に
別
個
の
伝
説
が
接
合
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

三
点
目
は
、⽛
八
面
大
王
⽜
の
名
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
細
川
氏
は
⽝
信
州
築
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魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
魔
道
王
伝
説
も
⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
に
包
括
さ
れ
る
も
の

と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
魔
道
王

伝
説
で
は
⽛
八
面
大
王
⽜
の
名
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
細
川
氏
は
⽛
魏
石

鬼
⽜
や
⽛
八
面
大
王
⽜
の
名
自
体
は
古
い
も
の
だ
と
捉
え
て
お
り
（
17
）、
そ
う
だ
と

す
る
と
、
そ
の
名
を
記
さ
な
い
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
話
が
古
い
と
は

考
え
づ
ら
く
な
る
。
な
お
、⽛
魔
道
王
⽜
と
い
う
名
は
、
仏
教
の
視
点
か
ら
魔
道

の
王
、
魔
の
王
を
指
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
固
有
名
詞
的
で
は
な
い
と
言
え
る
。

こ
の
点
で
、
拙
稿
⽛
諏
訪
明
神
縁
起
に
お
け
る
聖
徳
太
子
伝
の
受
容
と
展
開
─

⽝
諏
方
大
明
神
講
式
⽞を
中
心
に
─
⽜（⽝
國
學
院
雑
誌
⽞第
百
二
十
二
巻
第
五
号
、

二
〇
二
一
年
五
月
）
に
て
扱
っ
た
諏
訪
信
仰
に
お
け
る
⽛
洩
矢
⽜
と
⽛
魔
王
⽜

の
関
係
（
諏
訪
明
神
縁
起
に
お
い
て
諏
訪
明
神
と
対
立
す
る
⽛
洩
矢
⽜
と
い
う

存
在
（
神
）
が
、⽝
諏
方
大
明
神
講
式
⽞
で
⽛
魔
王
⽜
の
化
身
と
設
定
さ
れ
、
神

仏
に
仇
な
す
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
た
）
と
類
似
す
る
。⽛
魔
道
王
⽜
も
、
元
か
ら

存
在
し
て
い
た
八
面
大
王
が
仏
教
的
な
⽛
魔
⽜
と
い
う
性
格
を
背
負
わ
さ
れ
て

変
容
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞の
泉
小
次
郎
・
魔
道
王
伝
説
は
、

細
川
氏
の
論
じ
る
よ
う
な
⽛⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の
古
い
形
⽜
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
⽝
仁
科
開
基
⽞
に
あ
る
よ
う
な
日
光
和
泉
小
太
郎
伝
説
・
魏
石
鬼
八
面

大
王
伝
説
を
増
補
改
変
し
た
と
思
し
き
箇
所
が
目
立
つ
（
18
）。⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮

演
儀
⽞
の
内
容
は
、
別
個
に
存
在
し
て
い
た
泉
小
太
郎
伝
説
と
八
面
大
王
伝
説

を
再
構
成
し
、
新
た
な
本
地
物
の
縁
起
と
し
て
成
形
し
た
も
の
と
見
る
の
が
妥

当
と
考
え
ら
れ
る
（
19
）。

四
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
の
問
題

そ
う
だ
と
す
る
と
、⽝
仁
科
開
基
⽞
は
類
似
文
献
の
中
で
も
（
少
な
く
と
も
泉

小
太
郎
・
八
面
大
王
伝
説
に
関
し
て
は
）
内
容
面
で
相
対
的
に
古
態
を
残
す
も

の
と
評
価
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
（
20
）、
そ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
泉
小

太
郎
・
八
面
大
王
伝
説
と
共
通
性
を
持
つ
話
を
記
す
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
と
い
う

文
献
の
存
在
で
あ
る
。

こ
の
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
を
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
歴
史
学
者

の
牛
山
佳
幸
氏
で
あ
る
。
牛
山
氏
は
論
文
⽛
田
村
麻
呂
伝
説
と
清
水
寺
信
仰
─

と
く
に
信
濃
に
お
け
る
成
立
時
期
と
そ
の
背
景
─
⽜
に
お
い
て
、⽛
伝
説
を
歴
史

学
的
に
検
討
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
な
の
か
⽜（
一
二
五
頁
）
と

い
う
関
心
か
ら
信
濃
の
田
村
麻
呂
伝
説
に
取
り
組
み
、
信
濃
の
八
面
大
王
・
魔

道
王
伝
説
は
戦
国
時
代
の
武
田
氏
が
筑
摩
・
安
曇
の
地
を
支
配
す
る
正
当
性
を

示
す
た
め
に
作
ら
せ
た
も
の
だ
と
い
う
見
解
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
想

定
に
よ
く
合
致
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
牛
山
氏
が
取
り
上
げ
た
の
が
、⽝
仁

科
濫
觴
記
⽞
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
八
面
大
王
を
主
人
公
と
す
る
も
う
一

つ
の
文
献
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
は
、
そ
の
意
味
で
興
味
深
い
内
容
を
有
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
の
筋
立
で
は
八
面
大
王
を
退
治
し
た
の
は
⽛
仁

科
氏
⽜
で
、
指
揮
し
た
大
将
は
⽛
田
村
守
宮
⽜
な
る
人
物
で
あ
る
と
い
う

設
定
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
仁
科
氏
と
い
う
の
は
、
話

の
内
容
か
ら
す
る
と
仁
科
氏
の
正
統
で
は
な
く
、
そ
の
滅
亡
後
に
名
跡
を

継
い
だ
信
玄
の
実
子
、
盛
信
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。（
中
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略
）
問
題
は
、⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
が
従
来
、
郷
土
史
家
の
間
で
も
等
閑
視
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
全
編
が
荒
唐
無
稽
な
記
事
に
彩
ら
れ

て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
が
、こ
と
鬼
神
伝
説
と
い
う
点
に
関
し
て
は⽝
信

府
統
記
⽞
や
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
に
所
載
さ
れ
る
も
の
と
大
差
な

い
。
た
だ
、何
分
に
も
明
確
な
成
立
年
次
を
考
証
す
る
手
掛
か
り
が
な
く
、

そ
れ
ら
の
伝
説
と
の
先
後
関
係
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
仮
に

同
書
の
伝
説
の
方
が
古
態
を
伝
え
て
い
る
と
す
る
と
、
こ
れ
が
作
成
さ
れ

意
図
的
に
流
布
さ
れ
た
の
は
、
盛
信
の
治
世
下
の
数
年
間
に
絞
ら
れ
る
可

能
性
が
出
て
く
る
と
言
え
よ
う
。
（
21
）

右
の
よ
う
に
、
牛
山
氏
は
成
立
年
代
不
詳
の
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
に
⽝
信
府
統

記
⽞
や
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
も
の
と
大
差
な
い
鬼
神
伝
説
が
記
載
さ

れ
て
い
る
と
し
、
そ
れ
が
類
似
文
献
の
中
で
も
特
に
古
態
を
伝
え
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
の
本
文
を
確
認

す
る
と
、そ
も
そ
も
そ
の
内
容
は⽛
こ
と
鬼
神
伝
説
と
い
う
点
に
関
し
て
は⽝
信

府
統
記
⽞
や
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
に
所
載
さ
れ
る
も
の
と
大
差
な
い
⽜

と
も
⽛
古
態
を
伝
え
て
い
る
⽜
と
も
言
い
難
い
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
超
自
然
的
な
伝
説
を
よ
り
現
実

的
に
な
る
よ
う
に
改
変
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
点
に
あ

る
。
泉
小
太
郎
伝
説
と
八
面
大
王
伝
説
に
相
当
す
る
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
の
記
事

を
次
に
掲
げ
る
。

⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
冒
頭
部
・
白
水
郎
日
光

爰
ニ
仁
科
ノ
開
礎
ヲ
尋
ル
ニ
、
人
皇
拾
代
帝
崇
神
天
皇
ノ
末
ノ
太
子
ニ
仁

品
王
ト
申
奉
有
。
拾
一
代
垂
仁
天
皇
ニ
ハ
弟
王
子
也
。
長
臣
ニ
ハ
保
高
見

熱
躬
、
武
内
ノ
山
雄
ヲ
両
翼
ト
ナ
シ
、
数
ノ
臣
下
ヲ
引
連
降
臨
在
々
テ
、

土
地
ノ
形
容
ヲ
窺
ヒ
賜
フ
ニ
、
山
川
数
多
流
雲
霧
深
ク
蔽
ヒ
テ
、
村
里
モ

定
カ
ナ
ラ
ズ
。
大
雨
降
続
時
ハ
水
勢
倍
々
湖
ノ
如
成
レ
リ
。
蒼
生
等
、
此

難
ニ
及
事
甚
シ
。
親
王
【
臣
下
ヲ
初
メ
ト
シ
テ
仁
品
親
王
ト
奉
称
也
】
是

ヲ
歎
カ
セ
賜
ヒ
、
諸
臣
ト
考
語
マ
シ
マ
シ
テ
、
九
頭
子
ト
云
臣
ニ
河
泊
司

ヲ
命
ジ
、
山
ヲ
伐
リ
岩
ヲ
伐
除
テ
水
路
広
開
ヲ
命
シ
賜
フ
ニ
、
則
九
頭
子
、

蒼
生
ノ
健
男
ヲ
集
、
水
ニ
馴
レ
タ
ル
者
数
多
有
中
ニ
、
日
光
ト
云
者
水
中

ノ
働
キ
尋
常
ノ
人
ニ
勝
レ
タ
リ
ト
云
エ
リ
。
此
日
光
ヲ
白
水
郎
ノ
長
ト
ナ

シ
、
河
底
ノ
岩
ヲ
除
キ
砂
岩
ヲ
排さ
ら

ヒ
流
シ
テ
水
路
ヲ
広
開
セ
ン
事
ヲ
成
サ

シ
メ
賜
フ
（
22
）。

⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
八
面
鬼
士
大
王

一
、
神
護
慶
雲
ノ
年
ノ
末
宝
亀
年
中
ニ
及
、
小
盗
出
来
テ
民
家
ノ
壁
ヲ
折
、

或
ハ
倉
庫
ニ
忍
入
リ
雑
物
財
宝
ヲ
掠
メ
取
レ
リ
。（
中
略
）

一
、
宝
亀
八
年
【
丁
巳
】
秋
八
月
、
河
南
ノ
地
頭
等
ヲ
宝
祚
谷
城
内
エ
召

サ
レ
、
盗
賊
ノ
有
所
見
出
サ
ン
事
ヲ
命
ジ
賜
フ
。（
中
略
）
日
ヲ
追
、
年
ヲ

経
テ
、
中
分
沢
ノ
山
奥
ニ
盗
賊
籠
リ
居
、
後
々
ハ
八
人
ノ
首
領
出
来
テ
人

民
ヲ
悩
マ
セ
シ
事
甚
シ
。
山
ヨ
リ
出
ル
時
ハ
面
ヲ
色
々
ニ
塗
リ
八
面
鬼
士

大
王
ト
号
シ
、
手
下
ヲ
引
連
強
盗
ヲ
成
ス
。
依
テ
和
泉
守
殿
家
臣
【
三
代

目
ノ
田
村
守
宮
、
改
名
シ
テ
等
々
力
玄
馬
ト
云
】
等
々
力
玄
馬
ヲ
使
ト
シ

テ
、
帝
都
エ
訴
サ
セ
給
ヒ
ニ
シ
カ
バ
、
将
軍
家
ヨ
リ
鬼
賊
追
討
ノ
宣
旨
ヲ

下
シ
賜
リ
、
等
々
力
玄
馬
亮
、
都
ヨ
リ
帰
国
致
セ
シ
也
。

八
鬼
退
治
手
分
之
事

延
暦
八
年
二
月
上
旬
、
鬼
賊
追
討
ノ
宣
旨
下
リ
シ
カ
バ
、
筑
摩
安
曇
両
郡

ノ
地
頭
ヲ
止
歩
可
見
庁
ヘ
集
メ
給
ヒ
、
和
泉
守
殿
、
美
濃
殿
、
宝
祚
谷
明
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清
、
止
歩
可
見
庁
ニ
出
御
在
セ
給
ヒ
、
四
臣
幷
ニ
田
村
守
宮
、
同
玄
馬
亮
、

其
外
衆
臣
地
頭
ノ
面
々
、
評
定
有
リ
テ
手
配
ヲ
定
メ
給
フ
。

一
、
南
ノ
方
追
手
ト
定
メ
、
大
将
田
村
守
宮
【
等
々
力
玄
馬
亮
ノ
子
也
】、

壮
士
十
二
人
副
給
フ
。

泉
小
太
郎
伝
説
に
相
当
す
る
⽛
白
水
郎
日
光
⽜
の
記
事
で
は
、〈
崇
神
天
皇
の

太
子
の
仁
品
王
と
い
う
人
物
が
多
く
の
臣
下
を
連
れ
て
仁
科
の
地
へ
や
っ
て
き

た
が
、
そ
の
土
地
は
大
雨
が
降
り
続
く
と
き
は
湖
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
排
水
能
力
の
低
い
土
地
だ
っ
た
。
そ
こ
で
臣
下
に
対
処
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
臣
下
が
集
め
た
者
の
中
で
も
⽛
日
光
⽜
と
い
う
者
が
と
り
わ
け
優
れ
た
働
き

を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
日
光
を
⽛
白
水
郎
⽜（
海
人
）
の
長
と
し
て
働
か
せ
る

こ
と
で
、
無
事
川
底
の
岩
も
除
か
れ
水
路
を
広
く
開
く
こ
と
が
で
き
た
〉
と
い

う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
竜
に
乗
っ
た
⽛
日
光
和
泉
小
太
郎
⽜
で
は

な
く
、⽛
日
光
⽜
と
い
う
白
水
郎
の
長
が
自
ら
の
技
術
に
よ
り
水
路
を
通
し
た
と

さ
れ
る
。
泉
小
太
郎
伝
説
は
蹴
裂
伝
説
（
神
仏
が
山
を
裂
い
て
盆
地
の
湖
水
を

流
し
た
と
い
う
伝
説
。
甲
府
盆
地
、
由
布
院
盆
地
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
な
ど
、
全

国
各
地
の
盆
地
に
類
話
が
伝
わ
る
）
の
一
種
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
人
間
に
よ
る

土
木
工
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
八
面
大
王
伝
説
に
相
当
す
る
⽛
八
面
鬼
士
大
王
⽜
の
記
事
で
は
、〈
八

人
の
盗
賊
が
⽛
八
面
鬼
士
大
王
⽜
と
名
乗
り
、
手
下
を
引
き
連
れ
て
強
盗
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
延
暦
八
年
に
⽛
田
村
守
宮
⽜
を
大
将
と
し
て
こ
れ
を

追
討
し
た
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
八
面
大
王
は
鬼
神
で
は
な
く
、⽛
八

面
鬼
士
大
王
⽜
と
い
う
八
人
の
盗
賊
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
そ
れ
を
討
伐
し

た
大
将
の
⽛
田
村
守
宮
⽜
と
い
う
名
は
、
特
に
既
存
の
話
の
改
変
で
あ
る
と
わ

か
り
や
す
い
点
の
一
つ
で
、
明
ら
か
に
⽛
田
村
麻
呂
⽜
の
名
を
変
形
さ
せ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
（
麻
→
守
、
呂
→
宮
）。
な
お
、
こ
の
⽛
田
村
守
宮
⽜
の
名
は

⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
の
中
で
は
世
襲
制
と
さ
れ
、
八
面
鬼
士
大
王
討
伐
の
大
将
と

な
っ
た
⽛
田
村
守
宮
⽜
は
四
代
目
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞所
載
の
右
の
伝
説
が⽝
信
府
統
記
⽞や⽝
信

州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞よ
り
古
態
を
伝
え
る
と
は
言
い
難
い
（
23
）。
む
し
ろ
こ
れ
は
、

⽝
仁
科
開
基
⽞
な
ど
に
載
る
よ
う
な
泉
小
太
郎
伝
説
・
八
面
大
王
伝
説
の
、（
伝

説
を
よ
り
〈
歴
史
〉
ら
し
く
し
よ
う
と
い
う
志
向
に
基
づ
い
た
）
後
世
に
お
け

る
展
開
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
24
）。

五

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、⽝
仁
科
開
基
⽞
が
⽝
信
府
統
記
⽞
よ
り
成
立
の
古
い
文
献

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
記
さ
れ
る
泉
小
太
郎
伝
説
・
八
面
大
王
伝
説
が
、

従
来
そ
れ
ら
の
伝
説
の
古
態
と
さ
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演

儀
⽞⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
の
も
の
よ
り
む
し
ろ
全
体
と
し
て
古
い
要
素
を
持
つ
こ
と

を
論
じ
て
き
た
。
右
の
両
伝
説
や
鬼
女
紅
葉
伝
説
に
加
え
、
安
曇
郡
に
は
安
倍

貞
任
の
子
孫
の
安
倍
五
郎
丸
が
森
城
（
仁
科
城
）
の
主
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説

や
、
木
曽
義
仲
の
子
の
義
重
が
仁
科
氏
の
祖
と
な
っ
た
と
い
う
伝
説
な
ど
が
存

在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
伝
説
は
み
な
⽝
仁
科
開
基
⽞
が
基
本
文
献
と
な
る
。

ま
た
⽝
仁
科
開
基
⽞
は
、
成
立
が
比
較
的
古
い
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

写
本
の
流
布
の
程
度
が
類
似
文
献
の
中
で
群
を
抜
い
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い

て
も
注
目
さ
れ
る
。⽝
信
府
統
記
⽞
が
（
近
世
の
う
ち
は
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
、
編
纂
の
命
を
下
し
た
藩
主
家
の
水
野
氏
が
成
立
直
後
に
改
易

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
）近
世
に
は
あ
ま
り
流
通
せ
ず
、⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
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は
孤
本
、⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞の
写
本
も
十
本
に
満
た
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、

⽝
仁
科
開
基
⽞
の
写
本
は
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
も
四
十
七
本
あ
る
。⽝
信
府
統

記
⽞
が
出
版
さ
れ
た
近
代
以
降
に
お
い
て
は
⽝
信
府
統
記
⽞
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
一
方
で
近
世
の
信
濃
（
特
に
中
信
地
方
）
に
お
い
て
は
、

泉
小
太
郎
・
八
面
大
王
な
ど
の
伝
説
や
歴
史
言
説
は
、
口
伝
に
加
え
て
⽝
仁
科

開
基
⽞
を
基
盤
と
し
て
発
信
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
、
規
定
さ
れ
る
と
い
う
側
面

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、⽝
仁
科
開
基
⽞
の
泉
小
太
郎
伝
説
で
は
母
の
犀
竜
が
諏
訪
明
神
の
化
身

と
さ
れ
る
た
め
、
当
該
伝
説
は
諏
訪
明
神
の
縁
起
譚
と
し
て
の
性
格
も
持
つ
。

近
世
の
信
濃
で
は
東
信
・
北
信
地
方
を
中
心
に
⽝
諏
訪
の
本
地
⽞（
甲
賀
三
郎
物

語
）
が
写
本
お
よ
び
口
伝
に
よ
っ
て
諏
訪
明
神
縁
起
と
し
て
流
布
し
、
諏
訪
明

神
は
甲
賀
三
郎
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
（
25
）、
中

信
地
方
で
は
⽝
諏
訪
の
本
地
⽞
の
写
本
よ
り
⽝
仁
科
開
基
⽞
の
写
本
の
数
の
方

が
格
段
に
多
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
当
該
地
域
に
お
い
て
は
甲
賀
三
郎
以
上

に
泉
小
太
郎
の
母
・
犀
竜
と
し
て
の
諏
訪
明
神
の
姿
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
諏
訪
明
神
縁
起
、
諏
訪
信
仰
の
展
開
の
様
相
を
捉
え
る
上
で

も
、⽝
仁
科
開
基
⽞
は
興
味
深
い
文
献
と
言
え
る
。

〈
注
〉

（
⚑
）
写
本
に
よ
っ
て
⽛
仁
科
記
⽜⽛
安
曇
郡
開
基
⽜⽛
筑
摩
安
曇
両
郡
開
基
⽜

な
ど
と
も
題
さ
れ
る
。
同
文
献
を
翻
刻
し
た
安
筑
史
料
叢
書
刊
行
会
編

⽝
安
筑
史
料
叢
書
⽞
第
四
輯
（
高
美
書
店
、
一
九
四
一
年
）、
お
よ
び
そ

れ
を
復
刊
・
増
補
し
た
臼
井
雅
史
編
⽝
安
筑
稗
史
撰
集
⽞（
新
光
社
、
一

九
八
三
年
）
が
⽛
仁
科
開
基
⽜
の
題
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で

も
そ
れ
に
従
っ
た
。

（
⚒
）
紅
葉
伝
説
に
関
し
て
は
、
謡
曲
⽝
紅
葉
狩
⽞
で
は
語
ら
れ
な
い
鬼
の
名

を
⽛
紅
葉
⽜
と
す
る
初
出
と
さ
れ
る
。

（
⚓
）
細
川
恒
⽛⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
の
新
文
献
⽜（⽝
信
濃
⽞
第
五
十
一
巻
第
一

号
、
一
九
九
九
年
一
月
）
一
三
─
一
五
頁
。
傍
線
稿
者
。

（
⚔
）
⽝
信
府
統
記
⽞
の
引
用
は
、
新
編
信
濃
史
料
叢
書
に
よ
る
。

（
⚕
）
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜
は
一
見
、
全
編
が
口
伝
を
書
き
留
め
た
も
の

で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
伝
⽜

に
は
、⽝
仁
科
開
基
⽞
と
共
通
す
る
記
事
（
安
曇
・
筑
摩
の
開
闢
か
ら
仁

科
五
郎
の
死
ま
で
を
年
代
順
に
記
す
）
が
終
わ
っ
た
直
後
に
⽝
仁
科
開

基
⽞
に
な
い
独
自
記
事
を
八
項
目
ほ
ど
記
す
パ
ー
ト
が
あ
り
、
そ
の
独

自
記
事
の
冒
頭
に
は
⽛
亦
語
リ
伝
フ
ル
所
ノ
説
略
下
ニ
載
ス
、
但
シ
、

聞
出
シ
次
第
記
カ
故
、
年
代
等
前
後
相
違
多
シ
、
見
ル
人
怪
ヘ
カ
ラ
ズ
⽜

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
独
自
記
事
に
つ
い
て
〈
以
降
の
箇
所
は
口
伝

を
聞
き
出
し
次
第
記
し
て
い
る
た
め
年
代
順
に
な
っ
て
い
な
い
〉
と
表

明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、そ
れ
は
同
時
に
、そ
の
直
前
ま
で
の⽝
仁

科
開
基
⽞
と
共
通
す
る
記
事
（
年
代
順
）
が
そ
れ
と
は
性
質
の
異
な
る

方
法
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
性
質

の
差
異
は
、⽛
旧
記
⽜
の
存
在
を
踏
ま
え
れ
ば
、
口
伝
に
取
材
す
る
か
、

成
書
化
さ
れ
た
⽛
旧
記
⽜
に
取
材
す
る
か
の
差
異
で
あ
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

（
⚖
）
書
写
年
代
を
記
し
て
い
な
い
も
の
は
書
写
年
代
不
明
の
写
本
で
あ
る
。

（
⚗
）
写
本
名
は
外
題
に
よ
る
。
内
題
⽛
信
濃
国
安
曇
郡
開
基
⽜⽛
松
本
開
基
小
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笠
原
根
源
抜
書
⽜。
袋
綴
。
楮
紙
。
縦
二
八
・
八
糎
、
横
一
九
・
五
糎
。

墨
付
二
十
四
丁
。
表
紙
に⽛
享
保
八
年
八
月
吉
日
書
之
⽜、裏
表
紙
に⽛
長

尾
組
中
萱
村
多
田
氏
⽜
と
あ
る
。⽛
松
本
開
基
小
笠
原
根
源
抜
書
⽜（⽝
松

本
開
基
⽞）
部
分
末
尾
の
記
事
の
年
記
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
で
あ

り
、
宝
暦
や
文
化
な
ど
の
後
の
時
代
の
記
事
を
含
む
場
合
も
あ
る
他
の

多
く
の
写
本
よ
り
記
事
数
が
少
な
い
。

（
⚘
）
写
本
名
は
外
題
に
よ
る
。
内
題
な
し
。
袋
綴
。
楮
紙
。
縦
三
〇
・
一
糎
、

横
一
九
・
九
糎
。
墨
付
十
五
丁
。⽝
松
本
開
基
⽞
部
分
末
尾
の
記
事
の
年

記
は
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
で
あ
り
、
こ
の
写
本
自
体
は
宝
永
三
年

写
本
を
祖
本
と
す
る
後
世
の
本
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

（
⚙
）
⽝
仁
科
開
基
⽞
に
は
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
仁
科
五
郎
盛
信
の
討
死

ま
で
の
歴
史
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
に
⽝
松
本
開
基
⽞
と
い
う
寛
正

六
年
（
一
四
六
五
）
以
降
の
松
本
城
の
歴
史
を
記
し
た
別
の
文
献
を
合

写
す
る
写
本
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
写
本
①
は
、
仁
科
五
郎
の

記
事
の
次
の
頁
に
⽛
松
本
開
基
小
笠
原
根
源
抜
書
⽜
と
い
う
内
題
を
記

し
、
小
笠
原
氏
と
松
本
城
の
歴
史
を
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
ま
で
綴

る
。⽝
松
本
開
基
⽞
は
各
書
写
者
が
書
き
継
ぐ
場
合
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

写
本
に
よ
っ
て
末
尾
の
記
事
の
年
代
や
内
容
は
ま
ち
ま
ち
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
写
本
①
の
⽝
松
本
開
基
⽞
部
分
に
は
⽛
貞
享
元
年
迄
百
八

拾
弐
年
⽜⽛
貞
享
元
年
迄
百
三
拾
三
年
ニ
成
ル
⽜と
い
っ
た
貞
享
元
年（
一

六
八
四
）
を
現
在
と
す
る
記
述
が
四
箇
所
あ
り
（
前
半
の
⽝
仁
科
開
基
⽞

部
分
に
は
存
在
し
な
い
）、⽝
松
本
開
基
⽞
が
少
な
く
と
も
貞
享
元
年
に

は
単
独
の
文
献
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
伝
本

の
中
に
は
、⽝
松
本
開
基
⽞
の
内
題
が
消
滅
し
、
一
つ
の
⽝
仁
科
開
基
⽞

と
い
う
文
献
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
仁
科
盛
信
の
記
事
の

直
後
に
寛
正
六
年
の
松
本
城
関
連
の
記
事
が
連
続
す
る
）
も
の
も
少
な

く
な
い
。
写
本
㊼
は
そ
の
⽝
松
本
開
基
⽞
の
内
題
が
消
滅
し
た
（⽝
仁
科

開
基
⽞
と
⽝
松
本
開
基
⽞
が
一
体
化
し
た
）
写
本
の
代
表
例
で
あ
る
が
、

当
該
写
本
の
⽛
宝
永
三
年
⽜
注
記
は
後
半
の
⽝
松
本
開
基
⽞
に
相
当
す

る
部
分
に
も
及
ん
で
お
り
、
宝
永
三
年
に
は
既
に
一
体
化
は
発
生
し
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
宝
永
三
年
に
至
る
ま
で
に

〈⽝
仁
科
開
基
⽞⽝
松
本
開
基
⽞
の
合
写
〉
と
〈
一
体
化
〉
の
二
段
階
を
経

て
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、⽝
仁
科
開
基
⽞
自
体
の
成
立
時
期
は
宝
永
三

年
に
あ
ま
り
近
接
し
な
い
頃
と
推
測
さ
れ
る
。⽝
仁
科
開
基
⽞
末
尾
が

仁
科
盛
信
討
死
で
打
ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
の
木
曽
氏
・
小
笠
原
氏
・
石

川
氏
ら
の
筑
摩
・
安
曇
郡
支
配
が
直
接
続
け
て
記
さ
れ
な
い
と
い
う
点

を
仮
に
重
視
す
る
場
合
、
仁
科
盛
信
討
死
か
ら
遠
く
な
い
時
期
の
成
立

と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
10
）
細
川
恒
、
注
⚓
前
掲
論
文
、
一
四
頁
。
傍
線
稿
者
。

（
11
）
楢
川
村
誌
編
纂
委
員
会
編
⽝
木
曾
・
楢
川
村
誌
第
二
巻
原
始
・
古
代
・

中
世
編
村
に
根
づ
い
た
人
々
⽞（
楢
川
村
、
一
九
九
三
年
）
郷
道
哲
章

氏
担
当
部
分
。
郷
道
氏
の
田
村
麻
呂
関
係
の
論
に
は
他
に
、
郷
道
哲
章

⽛
田
村
麻
呂
・
田
村
丸
・
田
村
利
仁
─
信
濃
に
お
け
る
田
村
麻
呂
伝
承
の

虚
実
─
⽜（⽝
信
濃
⽞
第
五
十
三
巻
第
十
二
号
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）

が
あ
る
。

（
12
）
細
川
恒
⽛⽛
八
面
大
王
伝
説
⽜
に
お
け
る
流
布
の
問
題
⽜（⽝
信
大
国
語
教

育
⽞
第
八
号
、
一
九
九
九
年
二
月
）
三
八
頁
。

（
13
）
⽝
仁
科
開
基
⽞
と
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
ど
ち
ら
が
文
献
と
し
て
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の
成
立
が
先
か
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、⽝
信
州
築
魔
八

幡
宮
演
儀
⽞
の
文
献
と
し
て
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
⽛
大

日
本
国
中
山
道
信
濃
国
十
二
郡
⽜
と
⽛
中
山
道
⽜
の
語
が
見
え
る
こ
と

か
ら
近
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
、
牛
山
佳
幸
⽛
田
村
麻
呂
伝
説
と

清
水
寺
信
仰
─
と
く
に
信
濃
に
お
け
る
成
立
時
期
と
そ
の
背
景
─
⽜（
速

水
侑
編
⽝
日
本
社
会
に
お
け
る
仏
と
神
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）

が
指
摘
し
て
い
る
。

（
14
）
⽛
吉
田
殿
⽜
が
吉
田
家
に
相
当
す
る
こ
と
は
⽝
安
筑
史
料
叢
書
⽞
第
四
輯

の
書
目
解
題
で
も
指
摘
さ
れ
る
。

（
15
）
⽝
信
府
統
記
⽞
の
八
面
大
王
の
記
事
で
は
割
注
の
形
で
穂
高
神
社
の
縁

起
（⽝
仁
科
開
基
⽞
に
は
存
在
し
な
い
）
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
⽛
穂
高
ノ
縁
起
ニ
曰
、
人
皇
四
十
九
代
光
仁
天
皇
ノ
御
宇
、
義
死
鬼

ト
云
フ
東
夷
、
神
領
ヲ
掠
メ
宮
社
ヲ
焼
亡
シ
万
民
ヲ
悩
乱
セ
シ
ム
ル
ニ

依
テ
、
桓
武
天
皇
ノ
勅
命
ニ
テ
、
延
暦
年
中
田
村
利
仁
東
夷
ヲ
追
討
ス

ト
云
々
⽜
と
田
村
利
仁
の
⽛
義
死
鬼
⽜
討
伐
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
享

保
八
年
（
一
七
二
三
）
成
立
の
⽝
有
明
開
山
略
記
⽞（
熊
原
政
男
⽝
登
山

の
夜
明
け
⽞（
朋
文
堂
、
一
九
五
九
年
）
所
収
）
に
も
⽛
い
に
し
へ
魏
石

鬼
と
い
ひ
し
鬼
神
す
み
、
人
民
を
な
や
ま
し
し
に
、
時
の
将
軍
田
村
利

仁
公
、
勅
を
請
ひ
、
魏
石
鬼
退
治
の
立
願
に
、
不
動
尊
の
御
堂
建
立
成

し
給
ふ
⽜
と
や
は
り
田
村
利
仁
の
⽛
魏
石
鬼
⽜
討
伐
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、諏
訪
の
田
村
麻
呂
伝
説
は⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞（
延
文
元
年（
一

三
五
六
）
成
立
）
の
も
の
（
田
村
麻
呂
が
⽛
高
丸
⽜
を
討
伐
す
る
）
が

よ
く
知
ら
れ
る
が
、
牛
山
佳
幸
氏
は
注
13
前
掲
論
文
で
、⽝
諏
方
大
明
神

画
詞
⽞
が
京
都
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、⽛
む
ろ
ん

こ
の
時
点
で
、
信
濃
国
内
に
田
村
麻
呂
伝
説
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
は
な
い
⽜（
一
五
七
・
一
五
八
頁
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
中

世
の
諏
訪
在
地
の
縁
起
で
あ
る
⽝
諏
訪
神
道
縁
起
⽞
や
⽝
諏
訪
上
社
物

忌
令
⽞
に
も
⽛
高
丸
⽜
の
話
が
見
え
る
た
め
、
田
村
麻
呂
伝
説
は
少
な

く
と
も
信
濃
国
筑
摩
郡
の
隣
の
諏
訪
郡
に
は
古
く
か
ら
定
着
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）
信
濃
教
育
会
北
安
曇
部
会
編
⽝
北
安
曇
郡
郷
土
誌
稿
⽞
第
二
輯
口
碑
伝

説
篇
第
二
冊
（
郷
土
研
究
社
、
一
九
三
〇
年
）
一
二
二
頁
。

（
17
）
細
川
恒
、
注
⚓
前
掲
論
文
、
二
五
─
二
七
頁
。

（
18
）
松
本
市
林
に
か
つ
て
存
在
し
た
慈
眼
寺
の
⽝
金
華
山
慈
眼
寺
縁
起
⽞（
梓

水
野
人
⽛
京
留
守
別
當
に
就
て
⽜（⽝
信
濃
［
第
一
次
］⽞
第
三
巻
第
二
号
、

一
九
三
四
年
二
月
）
所
引
）
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
⽛
于
奥
築
魔
安
曇

両
郡
之
守
護
職
雨
宮
藤
原
緒
継
云
人
在
。
是
者
、
昔
日
将
軍
田
村
丸
当

国
有
明
山
天
庁
ガ
沢
之
魏
石
鬼
退
治
之
時
、
下
着
玉
副
使
之
一
人
也
。

正
使
田
村
丸
、
副
使
吉
田
内
麻
呂
郷
者
帰
京
矣
。
雨
宮
殿
一
人
留
此
地

而
領
両
郡
云
々
⽜
と
、
正
使
田
村
丸
と
副
使
雨
宮
藤
原
緒
継
・
吉
田
内

麻
呂
が
魏
石
鬼
を
退
治
し
た
と
い
う
、⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
と
類

似
し
つ
つ
も
田
村
麻
呂
や
鬼
の
名
を
明
示
す
る
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、⽝
仁
科
開
基
⽞
の
よ
う
な
田
村
麻
呂
単
独
の
魏
石

鬼
八
面
大
王
討
伐
の
話
が
、
後
に
⽝
金
華
山
慈
眼
寺
縁
起
⽞
の
よ
う
に

副
使
と
し
て
雨
宮
・
吉
田
が
付
随
す
る
話
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
変

化
し
て
雨
宮
・
吉
田
が
主
体
で
泉
小
次
郎
も
参
戦
す
る
⽝
信
州
築
魔
八

幡
宮
演
儀
⽞
と
な
っ
た
、
と
い
う
流
れ
が
想
定
さ
れ
る
。

（
19
）
な
お
、
以
上
の
こ
と
は
⽝
信
府
統
記
⽞
第
十
七
⽛
安
曇
筑
摩
両
郡
旧
俗
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伝
⽜
お
よ
び
第
十
九
⽛
松
本
領
諸
社
記
⽜
に
収
載
さ
れ
る
筑
摩
八
幡
宮

縁
起（⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞を
簡
略
化
し
た
よ
う
な
内
容
を
持
つ
）

に
も
お
お
よ
そ
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

（
20
）
他
に
類
似
し
た
内
容
の
文
献
に⽝
安
筑
史
料
叢
書
⽞第
四
輯
所
収
の⽝
筑

摩
安
曇
古
城
開
基
⽞
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
叢
書
書
目
解
題
に
あ
る
通

り
十
八
世
紀
中
頃
以
降
の
も
の
と
思
し
い
。
そ
の
書
名
か
ら
し
て
⽛
筑

摩
安
曇
両
郡
開
基
⽜
な
ど
の
写
本
名
を
持
つ
⽝
仁
科
開
基
⽞
を
下
敷
き

に
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
本
稿
と
関
わ
る
伝
説
部
分
を
取
り
上
げ
れ

ば
、
白
竜
を
⽛
人
皇
八
代
孝
元
天
皇
の
御
宇
に
天
下
り
し
た
ぢ
か
ら
を

の
命
⽜、
犀
牛
を
⽛
地
神
五
代
の
う
か
や
ふ
き
あ
わ
せ
づ
の
命
の
御
宇
に

出
現
せ
し
玉
よ
り
姫
の
化
身
⽜、
泉
小
太
郎
を
⽛
戸
隠
山
宝
光
院
ご
ん
げ

ん
の
化
身
⽜⽛
川
合
明
神
⽜
と
す
る
点
な
ど
に
特
色
が
あ
り
、
こ
の
う
ち

手
力
雄
命
が
孝
元
天
皇
の
時
代
に
天
降
っ
た
と
す
る
の
は
⽝
先
代
旧
事

本
紀
大
成
経
⽞
神
皇
本
紀
上
巻
下
の
影
響
（
直
接
的
に
は
、
そ
れ
を
引

用
す
る
戸
隠
山
別
当
乗
因
の
⽝
戸
隠
山
神
領
記
⽞
と
い
っ
た
文
献
の
影

響
か
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
21
）
牛
山
佳
幸
、
注
13
前
掲
論
文
、
一
五
二
・
一
五
三
頁
。

（
22
）
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
の
引
用
は
、
仁
科
宗
一
郎
⽝
安
曇
の
古
代
─
仁
科
濫
觴

記
考
─
⽞（
柳
沢
書
苑
、
一
九
七
二
年
）
所
収
の
翻
刻
に
よ
る
。
割
注
は

隅
付
き
括
弧
で
示
し
た
。

（
23
）
な
お
、
伝
説
を
武
田
氏
が
作
ら
せ
た
と
い
う
牛
山
氏
の
仮
説
は
、
そ
の

他
の
⽝
信
府
統
記
⽞（≒

⽝
仁
科
開
基
⽞）
と
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞

の
伝
説
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ

ち
ら
に
関
し
て
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
牛
山
氏
は
、⽝
信
府
統
記
⽞
の

八
面
大
王
伝
説
に
つ
い
て
は
、
田
村
麻
呂
が
京
へ
引
き
上
げ
る
際
に

⽛
等
々
力
玄
蕃
允
⽜
を
現
地
に
残
し
置
い
た
と
い
う
記
述
が
、
信
玄
の
安

曇
郡
平
定
後
に
仁
科
氏
の
有
力
被
官
で
あ
る
等
々
力
氏
（
等
々
力
次
右

衛
門
尉
）が
登
用
さ
れ
た
こ
と
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
と
説
く
。
ま
た
、

⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
魔
道
王
伝
説
に
つ
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
に

あ
る
⽛
信
濃
十
二
郡
⽜
と
い
う
表
現
が
木
曽
を
二
郡
と
数
え
る
戦
国
期

（
特
に
武
田
氏
）
独
特
の
理
解
の
仕
方
で
あ
る
こ
と
、
戦
国
期
頃
の
実
態

を
反
映
し
た
よ
う
な
首
実
検
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、
魔
道
王
の
討
伐
者

の
一
人
⽛
雨
宮
殿
⽜
と
同
じ
雨
宮
姓
の
者
が
武
田
家
臣
団
の
中
に
少
な

く
と
も
十
人
程
は
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、こ
の
伝
説
が⽛
武
田
方
に
よ
っ

て
作
成
、
流
布
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
⽜
と
す
る
。
し
か
し
、

武
田
氏
と
関
わ
る
（
と
牛
山
氏
が
指
摘
す
る
）
要
素
は
、⽝
信
府
統
記
⽞

の
八
面
大
王
伝
説
と
⽝
信
州
築
魔
八
幡
宮
演
儀
⽞
の
魔
道
王
伝
説
と
の

間
で
共
通
し
て
存
在
す
る
も
の
が
な
く
、
両
伝
説
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

箇
所
に
異
な
る
内
容
で
現
出
し
て
い
る
。
仮
に
武
田
氏
と
い
う
一
つ
の

主
体
が
能
動
的
に
伝
説
を
作
成
し
た
と
す
る
と
、
な
ぜ
⽛
八
面
大
王
伝

説
⽜
と
⽛
魔
道
王
伝
説
⽜
の
よ
う
な
形
で
異
な
る
内
容
の
伝
説
が
存
在

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
伝
ご
と
に
異
な
る
形
で
武
田
氏
的
要
素
が
内
在
し

て
い
る
の
か
と
い
う
点
の
説
明
が
必
要
と
な
る
が
、
現
状
で
は
そ
れ
を

根
拠
付
け
て
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
元
か
ら

存
在
し
た
伝
説
が
時
代
の
経
過
に
よ
り
展
開
・
変
容
す
る
中
に
お
い
て
、

戦
国
時
代
（
武
田
氏
の
統
治
下
）
を
経
た
こ
と
で
そ
の
時
代
相
（
武
田

氏
の
支
配
に
よ
る
間
接
的
影
響
な
ど
）
が
八
面
大
王
伝
説
と
魔
道
王
伝

説
そ
れ
ぞ
れ
に
部
分
的
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
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釈
す
る
の
が
、伝
説
の
あ
り
方
と
し
て
は
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

牛
山
氏
の
論
は
、
そ
う
し
た
伝
説
の
変
容
の
実
例
を
指
摘
し
た
も
の
と

し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
24
）
こ
う
し
た
内
容
を
持
つ
⽝
仁
科
濫
觴
記
⽞
に
つ
い
て
、
物
語
の
主
要
な

舞
台
と
な
る
長
野
県
大
町
市
の
自
治
体
史
⽝
大
町
市
史
⽞
は
、⽛
そ
の
成

立
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ま

ず
江
戸
時
代
後
期
、
そ
れ
も
か
な
り
幕
末
に
近
い
こ
ろ
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。⽛
仁
科
濫
觴
記
⽜
が
書
か
れ
る
と
、
大
町
地
方
の
神
官
や
、

一
部
の
人
士
の
間
に
か
な
り
反
響
が
あ
っ
た
ら
し
く
、筆
写
さ
れ
た
り
、

こ
の
書
の
内
容
に
従
っ
て
、
本
来
の
祭
神
の
ほ
か
に
仁
品
王
や
、
そ
の

妻
妹
耶
姫
な
ど
を
併
祀
す
る
社
が
現
れ
た
り
、
そ
の
内
容
を
無
批
判
に

史
実
と
す
る
弊
を
、
一
部
に
残
し
た
⽜（
大
町
市
史
編
纂
委
員
会
編
⽝
大

町
市
史
⽞
第
三
巻
近
世
本
編
（
大
町
市
、
一
九
八
六
年
）
七
八
六
頁
）

と
述
べ
る
。

（
25
）
⽝
諏
訪
の
本
地
⽞
諸
本
の
情
報
は
、
徳
田
和
夫
・
間
枝
遼
太
郎
⽛
学
習
院

女
子
大
学
図
書
館
蔵
⽝
諏
訪
御
本
地
⽞
解
説
と
翻
刻
⽜（⽝
学
習
院
女
子

大
学
紀
要
⽞
第
二
十
五
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
参
照
。

〈
付
記
〉

貴
重
な
資
料
の
利
用
に
際
し
ご
高
配
を
賜
っ
た
各
関
係
機
関
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。（

ま
え
だ

り
ょ
う
た
ろ
う
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
)


